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平成２３年度定期監査の結果に関する報告書の提出について

地方自治法第１９９条第２項及び第４項の規定に基づき、平成２３年度

定期監査を執行したので、その結果を同条第９項の規定により別紙のとお

り提出します。



平成２３年度 定期監査報告書

１．監査実施月日 平成２３年１１月２９日（火）

２．監査実施場所 佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合 会議室

３．監査の対象 佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合の事務全般

（平成２３年４月～９月）

４．監査の主眼及び方法

（１）監査を実施するにあたって、地方自治法第１９９条第１項の定める

ところにより、財務に関する事務の執行及び特別地方公共団体の経営

にかかる事業の管理が、同法第２条第７項（法律の定めるところによ

り、その事務を処理する。）、第１４項（地方公共団体は、その事務

を処理するに当たっては、住民の福祉の増進に努めるとともに、最少

の経費で最大の効果を挙げるようにしなければならない。）及び第１

５項（地方公共団体は、常にその組織及び運営の合理化に努めるとと

もに、他の地方公共団体に協力を求めてその規模の適正化を図らなけ

ればならない。）の規定の趣旨に沿って行われているかどうか、また

予算の計画的、効率的な執行が適正かつ効率的に行われているかどう

か、斎場の使用料金等公金の具体的な取扱いが適正かどうか、並びに

管理全般について具体的に適切かどうかを主眼として実施しました。

（２）審査に当たっては、「佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合監査基

準（平成１０年葬祭組合監査委員訓令第１号）」に準拠して、試査に

よる照合、質問、分析等について、通常実施すべき手続きを選択適用

して行いました。

質問には、これまでの例月出納検査、定期監査及び決算審査の結果

を参考にし、関係職員から説明を聴取したうえで伝票及び起案関係書

類を確認して行いました。
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５．予算執行状況等

別添、定期監査資料のとおりです。

６．監査の結果及び意見

（１）総括

平成２３年度上半期の予算の執行並びに事務処理について監査を執

行したところ、出納部門及び斎場の使用料金等公金の管理全般におい

て適正に処理されていました。

また、その他の監査対象事務事業についても適正に処理されている

ことを認めました。

（２）要望・留意事項

平成２３年度における予算の執行及び事業の運営は、適正であり、

効率的に行われていると認められますが、今後の組合の事業について、

次の事項を踏まえて更なる改善を要望します。

① 中長期施設維持管理等について

斎場施設の修繕等については、検証を行いながら維持管理に努めて

います。しかしながら、斎場の利用件数の増加及び経年劣化等により、

特に、炉設備については、大規模な修繕の必要が生じているようです。

将来的に適切な維持管理を図る観点から、既存の「中長期施設維持

管理及び修繕計画」に基づいて、引き続き進行管理及び検証を行う必

要があります。そのうえで計画的な修繕等を行うようにしてください。

② 斎場の使用料の見直し及び霊柩車の運行等に関する検討について

現在の斎場使用料は、平成８年７月の開設当初に設定されています。

その後、平成１７年７月に組合外の火葬料金及び待合室使用料金が改

定されています。平成２３年９月からは第３告別室特別使用料金が新

設されています。

今後は、従来の視点のみにとらわれることなく、斎場の各種使用料

について、受益と負担の在り方に関して合理的な観点から研究し、検

討を行う必要があります。

また、今後も安定した斎場運営を図る観点から、霊柩車の運行の在

り方等については、調査研究結果を報告するようにしてください。
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③ 安全管理体制の充実について

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災を契機として、安全

管理体制や防災計画等の見直しが求められています。

組合においては、以前から緊急時の安全管理体制を定めてあり、例

年、定期的に防災訓練を実施しています。

しかしながら、斎場施設には、昼夜を問わず、利用者が滞在してい

ます。常に施設利用者の安全確保が最優先という観点から、特に夜間

時の地震や停電等の対応及び緊急時の操作マニュアル等を含めた安全

管理体制について、更に見直しを図ってください。

また、内部研修等を活用して、すべての職員が疑似体験しながら習

得するなど、安全管理体制の一層の強化充実を求めます。


